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一
　近年，中 ・高年婦人が著増，その健康管理に対する婦人科医の責務は日ごとに増 して い

る ．複雑な更年期障害の 簡単なと らえ方 （私案），ホルモ ン療法につ き述べ る．さら に更

年期障害の中 に，腰闘痛，胸部圧迫感，うつ 状態等 が含まれるが ， 各々骨粗鬆症，高脂血

症一心 ・
［m管系疾患 ， アルツハ イマ

ー型老年痴杲と関連 して考えられる．これ らの 疾患 に

対 し，欧米で は，ー ス ト〔コゲン貼布剤，専用の性ステロイ ドコ ンビネーシ ョ ン剤等，積極

的なホ ル モ ン療法が行われ て い る．

〔工．更年期障害の と らえ 方〕

　更年期障謇の原 因を二 つ に分 ける．一つ は加齢による卵巣機能 ， エ スト〔］ゲン等の急減 ，

一
つ は 当年代の 心因的ス トレス等で ある．二 つ が組合い ，器質的な心身の異常と非器 質的

心身異常 （更年期障害）がおこ る．

　更年期障害の 症状は多模多彩である が，

■

  顔の ほ て り，発汗，冷え rl生などの lm營運動神経障窖

  肩 こ り ， 腰痛な どの 運動器 系障害

◎頭痛，不安 ， 不眠などの精神神経障害

  手足 の しびれ，などの知覚障害

に分け られ る．これ らを簡単に  ，  をエ ス ト・臼ゲンを中心としたホルモンの急減 による

症状群 とし，ホルモン療法を行う群，◎ と  を対神経症薬等が育効な群とする．

　教室ではアンケ
ー

ト （表 1）を使用 して いる．A 群で は
“
はい

”
が多い とうつ 状態をは

じめ精神系に 問題 が多い と考え ら れ る．この A 群 の
t’
はい

”
，

“
い い え

”
の 丸は，カ ーボ

ンにより転写 され，その 点数を 加算する と正 常領域か ， 神経症領域か ， う つ病領域 かが示

唆され る
1）

、B 群は運動器 系障害，　 C 群 は自律神経失 調，　 D 群は 血管運動神経 障害，
　 E 群

は知覚障害の症状を並 べて いる ．F 群はダミ
ー

で ある．

　B と D 群 に
c’
はい

”
が多 いと，エス トロ ゲン の 不足が考え られ ， エ ス トロゲ ン投与の

適応と なる ．なお ， ア ンケートを記載 して もらうことは次のようなメリッ トがある．

  多種，多様 な訴えを
一

目で 把握でき る．　　　　　　　　　　　　　　　　　 1

  来院時ごと の症状の推移， 治療の効果がつ かめる．

◎40歳以上の 患者さん 全員に つ け ても ら う と，スクリーニ ングで き ， 更年 期障

　害等の 憲者 さん を多 く 見出せ る．
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〔1 ．更年期障害の 治療万針〕

　表 2は現在我が国で 璽年期

障害に用い られ て いる 主なホ

ルモ ン剤を示 し た．

　更年期障害の 早発症状と し

て ，発汗，ほ て りなど の ［m管

運動神経障害がお こ り，卵巣

欠落症候群で も 顕著と な る．

これ らの血管運動神経障窖 に

対 して エ ス ト臼 ゲン補充療法

は最も効果 をあげる ，

　エ ス ト［コゲン の種類と して

我が国で は，エ ストロ ンサル

フ エ
ー

ト （estpone 　sulfate ，

以下 E・−s と 略）を主成分 と

す る 結合 型 工 ス ト ロ ゲ ン 剤

（ブ レ マ リ ン
・Pt
な ど），合成

工 ス トロ ゲンの メス トラノ ー

ル ， エ ス ト〔〕ゲ ン効果 自身は

弱い エ ス トリオ
ー

」レが主と し

て使われて い る．一方，欧米

で は最も活性の強いエ ス トラ

ジオ
ー

ル （estradiOI − fアβ，

以 下 E2と 略）そ の も の が使

わ れ ， ｛列え ば更年期障害向け

の ：コ ン ビ ネ
ー

シ ョ ン 剤，

Cyclo −PrOgynO ＞a （イ ギ リ

（衰 1）更年期障害用 ア ン ケ ー
ト
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　　 　　　　　　　　一 スSchering）では1ないし2m8／日，経囗，吉草酸工スト ラ ジ オール が使 われ，テン マ ー

NOvo 　 N

dlsk の丁rlseque ［s ，　KliQgest ，　 Es 七 rofem では各 々2
／日 ，経口巳が使 わ れ て いる． 　従来の更 年期障害に対 しては表2 の投 与 量を基

として投 与 する ．
ヒ

トによ る反応

の 違いか ら症 状を 治 め るべく， より高 い量も投与される，高用鬣で症状を治め，後，維 持量

減少さ せ るの
も
一 方法 である ． 　閉経期 周辺 婦人に対 し ， 結合 型 工スト ロゲン剤を 1．

25rng

E，経口， 3 週間投与 し た 時， 主成分の E1 − S は血清中で1 〜 8ng ／ml へ上昇，正常月

周期（内因性） 血清中E ↑ − S ［ ’） （ 0 。 5 〜 3ng ！mD よりやや高 めと な る．しかし

80 歳前 後の婦人へ 同鬘投与 すると，平均 で 21ng

ml と極度 に 高くなる．老婦人において は，排泄遅 延，異 常 高値 となるこ とが 考 え ら れ，エ
スト 匸 〕 ゲ

投
与

で も年 代的配慮が必 要であ る ． 　結合型工スト［コ ゲンO ．　 625mg ／E ヨ

は 総 コ レ ステ［ ］一ルを下げ ，善玉のHDL − コレス テ ロールを上げ， 脂質代 謝に良好な 影響

与える．しかし，それ以上の量ではかえって悪化させることがある．閉経後の高脂［m症，霄粗鬆症に対しては0．625mg／日が適当と考えら．」I　I　I　II　I　I　IIIII」I　II　III　I　I　IIIill．i　II　I　I　．1　嚠1闘1卩II　II　II　II　I　IIIIIIト　II　II　II　II　II　IIFIII　II　II　II　II　II　IIトIIII　
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その 他、阿 か 困 一ノた 二 とが あ れ ば 酵 諮 て ト
．
さ い ．、

れる．

　エ ス ト〔コゲン 投与におい て

は，性器出血，子宮内膜増殖

症 ， 子 富内膜癌 ， 乳腺腫瘍等

の問題がある．1生器出血 につ

いて は，閉経酬 0〜15年延ば

して ， Quallty　of 　lifeを高め

ている証とも考 えられるが，

実際笛月消退出血 をみること

は当の婦人 にと っ て わすらわ

しい ことで ， ヨ
ー

ロ ッパで も ，

医師の指示で はなく ， 使用者

の判 断で ，E製 剤 （2m8 ）を

28Eヨ× 2サイクYLE2 と黄体

ホ ル モ ン（Norethlsterone

acetate 　l　mg ）の ：］ン ピ

ネーシ ョ ン剤を28日× 1サイ

クル服用 し 3月に一度 ， 月経

様出血を起 こさせて い る こと

が多い と聞 いて いる ．子 宮内

膜癌 はエ ス トロ ゲン投与 によ

り増加するが，黄体ホルモ ン

を含わせ投与することにより，

対照のどちらも投与 して いな

い婦人よ りもさ ら ［こ減少する ．

エ ス ト〔コゲ ンと乳癌の関係 は

い まだ結論づ け られて いない ．

　各種ホル モ ン 混合剤の メサ

（表 2 ）更 年期障書に 用 い られて い る 主なホ ル モ ン 剤

戀

攤
驪
覊

靉
　　 靉
鑼

．

嬲 　 靆
噂　 戴 竅 蟹．讃．

　 　 　 　 　 　 　

鼕　鼕爨

1覊

結 合魏エ ス トロ ゲ ン 剤 （ブ レ マ リ ン
畦，ロ メ ダ

司，ハ イ ホ リン
H

．セ フ ァ ッ ク
旺

） G．625〜1壽5mg 〜巳．経 ロ

メ ス トラ ノ ．一一
ル 1デ ボ シ ン 町 o．02〜o．16際9〆a 纒 o 　　 ｛

エ ス トリオ
ー

ル ；ホ
ー

リン
R

，エ ス トリ…ル 乳オ パ ボース   。．包 2mg忌 経 □ 　　
i

ジブ 〔コピオ ン 酸工 ス トラ ジ オ
ー

ル （オ バ ホ ル モ ン デ ホ
ーR

：

吉蕈酸 工 ス トラ ジ オ
ー

ル （プ〔3ギ ノ ン デ ボ
ー
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ー
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）

エ ナン ト酸 テ ス トス テ ロ ン 十 吉 蕈 酸 工 ス トラ ジ オ
ー

ル 1蒲 〆2〜4週濁 注

〔ブ リモ ジア ン デ承
一町

，ダ イ ホ ル モ ン デ 水一R

他 ）

テ ス ドス テ 1コ ン 十 工 ス トラ ジオ
ー

ル ：：エ ス ジ ン
再
，ボセ ル モ ン

阿
他 ）

　　　　　P
「〜2mLノ磬〜繭Eヨ，筋 注　　

’

エ ス ト〔〕ン 十 乾 燥 甲状腺 十 テ ス トス テ ロ ン 他 1メ サ ル モ ン
ー
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脚

づ

ルモ ン
ーF

’W
は，中に含まれる 乾燥甲状腺な どに より ， 更年期障害 ， 卵巣欠落症状を全般的

に改善する．

　A 群の項 目に
Ct

はい
”

が多い と抗うつ 剤等 が適応とな る．う つ状態に対 して はエ ス トロ

ゲン療法を奏効する こと も報告され て い る．本格的なうつ 病，抗うつ 剤が奏効しない時 ，

睡眠障害特に早期覚醒が強 い時，自殺念慮があ る時は ， 精神科 医に その 診療をゆだね る ．

　C 群の項目に
“
はい

”
が多 い 時，マイナートラン キライザーを投与する ．自律神経調整

剤 ， トフ ィ ソバム （グラ ン ダキ シ ン リ は種々 の更年期障害症状 に広く効果を あ げ ， 効果

の 早い 使い やすい 薬 で ある．

（皿．骨粗鬆症〕

　霄粗 鬆症は，完成 した老年期で はな く更年期におけ る治療が効果的で ある．さ ら に成熟，

若年婦入で も月経異常ある い は腰痛 があれ ば骨塩低下 を検査，治療する こ とが重要 で あ

る
S）
，骨塩を増加させ る も の と して ， 洋の 東西 で 認 められ て い る も の は 唯一

工 ス トロ ゲン

で あ る。若年で は ， 結合型 工 ス トロ ゲ ン として 1．　25mg， 高齢に なれ ば0．625mgをい すれ

も21日間投与し， 7日間休薬する．可能な例で は投与第 3週に ある い は 3〜 6カ 月に 1度

黄体ホル モ ン剤を投与す る．

（N ．高脂血症〕

　婦人 におい て は閉経後，高脂血症が蓍増，それ に比例 して心 ・血管系疾患が著増する．

血清総 コ レス テ囗
一

ルが220mg／dl以上 ， ある い は ［m清 ト1丿グリセリ ドが150mg／d［以上 ，

あるい はいわゆる善玉 の HD し一一コ レステロ ールが40mg／dl以下であれば治療を開始 しな

ければな らな い （Eヨ本動脈硬化学会）．

　我々の外来 でも，血湾総コ レス テロ
ー

ルが220m8／dl以上の 婦人は30人中10人 と多数に

の ぽる ．閉経後で ー ス トロ ゲンを服用 して いる婦人で は脂質改善がみ られた．

　 HMG −COA 還元 酵素阻害剤 ， メバロチ ン わ
は よく ：〕レステ 囗

一
ル を低下させ た．

〔V ．アルツハイマ
ー型老年痴呆〕

　閉経を契機にアルツハ イ マ
ー

型老年痴呆が増加する ．結合型工ス トロゲンt．25m8／日を

投与する と痴呆スコ ア［ま改善 した，エ ス トロゲンによる血流の改善が報告され，さらに直

接的な神経系細胞へ の刺激がみ られた 、

　骨粗鬆症 ， 高脂血 症等 を含めた 広い意味での 更年期の 障害 に，ホルモ ン療法がより積極

的に行われる ことを祈念する．
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